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8. 中 国 の Byasa 属 (アゲ ハチ ョ ウ 科 ) に つい て 小岩 屋 敏 (関東 ) 

Byasa 属 を 15 種 に 整理 し , 中 国産 11 種 に つい て 斑紋 , 分 布 , 雄 交 尾 器 valva 内 面 の 構造 な ど を 用 いて 概 
説 を 行なっ た . 雌雄 の 交尾 器 お よび 幼生 期 に 大 き な 差 異 の な いこ と か ら , Dyasa 属 を Atrobhaneura 属 に 含 
め る 意見 も ある が , ここ で は 1 ) sg 属 成 虫 の 形態 は 属 と し て よく まとまっ て お り , Atrophaneura 属 と 
まぎらわしい 種 は いな いこ と , また 2 ) Atophaneura 属 の 分 布 の 中 心 が マ レー 亜 区 に ある こと に 対し て , 
Byasa 属 は 明らか に アッ サム か ら 西 部 支那 に その 分 布 の 中 心 を も つ イ ンド シナ 亜 区 の グル ー プ で ある , と 
いう 2 つの 理由 か ら 両 者 を 独立 し て 扱 か っ た . また これ まで Pachliopta 属 と Byasa 属 の 間 に 一 部 和 名 の 混 
乱 が み ら れ る の で , ysg 属 の 和 名 は すべ て 「… ジ ャ ュ ウ アゲ ハ 」 で 統一 し た . 区 別 の 困難 な いく つか の 種 
に つい て は それ ら の 差異 を 示し た . 








9. ノコ ギリ ハリ バエ の モン シロ チョ ウ に よる 飼育 石井 実 ・ 箕 田 恵 衣子 ・ 池 田 玲子 (近畿 ) 

鱗 次 類 の 生態 や 生活 史 を 理解 する うえ で , 寄生 蜂 や 寄生 遇 な どの 寄生 性 天敵 に 関す る 知見 は 重要 で ある . 
例え ば , 鱗 凌 類 の 幼虫 の 夜間 摂 食 や 巣 作 り , 中 化 時 の 営 貢 や 潜 土 等 の 習性 , ひい て は , 発生 の 周期 変動 や 
分 布 制限 等 に 寄生 性 天敵 が 関わ っ て いる 場合 も や ある だ ろう . と の よう な 考え か ら , 比較 的 生態 や 行動 に 関 
する 知見 の 少な い ヤ ドリ バエ に つい て 基礎 的 な 研究 を 行っ た . 今回 材料 と し て 用 いた の は , 鱗 次 類 を 中 心 
に 広い 寄主 範囲 を も つ ノ コギ リハ リバ エ Compsilura concinnata MEIGEN で ある . 

ノコ ギリ ハリ バエ は 1985 年 9 ~12 月 京都 , 大 原 に お いて 採集 し た モン シロ チョ ウ と スジ グロ シロ チョ 
ウ 両 種 の 幼虫 , 疲 よ り 脱 出し た . と の ヤ ド リ バエ の 脱出 は ほとん どの 場合 , 寄主 の 映 化 後に 起こ っ た が , 
アオ ムシ ュ マ ュ バ チ と 重 寄生 し て いる 場合 に は , アオ ムシ コマ ニュ バチ 脱出 後 の 5 令 幼虫 か ら 行 われ た . ヤ 
ドリ バエ は 4 令 , 5 令 の 幼虫 お よび 遇 で 採集 し た 寄主 か ら 脱 出し て きた . 

次 に , 得 ら れ た ノ ュ ギリ ハリ ズバ エ の 雌 成 虫 を 用 いて 寄主 探索 行動 の 実験 を 行っ た . その 結果 , この ヤ ド 
リバ エ の 雌 は 寄主 の 華 , 喰い あと が ある と 産卵 衝動 が 高まる こと が 示さ れ た . 産卵 は 寄主 幼虫 の 中 央 付近 
の 体側 に 多く 行わ れ , 背面 に は ほとん ど み られ な か っ た . また , 実験 で は この ヤ ド リ バエ は 1 寄主 に 何 度 
も 産卵 し た . その 結果 , 1 寄主 か ら 複数 の うじ が 脱出 する と き は , 形成 する 囲 路 は 小さ く , 色 が うす く な 
る 傾向 か あっ た . この 実験 に 用 いら れ た 寄主 幼虫 を 実験 直後 に 解剖 する と 産卵 痕 付近 の 体内 に 既に うじ が 
見 られ た . これ は , この ヤ ド リ バ ェ が 寄主 に 直接 幼虫 を 産み つけ る こと を 意味 する . 

ヤ ド リ バエ 成虫 は 金網 張り の 飼育 ケー ジ 内 で , 希釈 し た 蜂蜜 を 与え を ながら 日 当たり の 良い 窓際 で 飼育 し 
た . セイ タカ アワ ダチ ン ソウ 等 の 花 を 入れ る と よく それ に 集まっ た . 交尾 は 主 に 午前 中 に 見 られ た . 








10. 山陰 地方 の オオ ムラ サキ に つい て 伊奈 統 (東海 ) 
演者 は , 10 年 来 , オオ ムラ サキ の 生態 や 形態 の 研究 を し て きた . こと に 班 紋 や 裏面 の 色 の 地域 的 な 変異 
に 興味 を 持ち , 全国 各地 の 蝶 を 飼育 ・ 交 配 し , その 遺伝 的 な 優劣 に つい て 調べ て きた . 

その 結果 , 九州 産 の 白色 の も の は , 北海 道産 や 関東 産 の 黄色 の も の ょ より 遺 伝 的 に 優性 で あり , それ は メ 
ン デ ル の 法則 に ほほ 合致 する と と が わか っ た . し か し , 愛知 県 産 の オオ ムラ サキ どう し で 交配 し た と ころ , 
黄色 の 方 が 優性 で ある と いう 全く 逆 の 結果 が で た . 

そこ で , 九州 一 愛知 半 の も の は どう な の か と 考え , 四国, 中 国 , 近畿 地方 の オオ ムラ サキ に つい て , そ 
の 優劣 を 調べ た . 特に 60~61 年 は 山陰 地方 の オオ ムラ サキ を 中 心 に 交配 実験 を し た の で , 今回 は これ を 中 
心 に , 実験 結果 の 報告 を し た . 

また , いま まで に 飼育 し た 全国 の オオ ムラ サキ に つい て , 贅 裏 面 の 色 , 裏面 の 黒色 紋 , 表面 の 班 紋 の 色 , 
班 紋 の 大 小 の 四 点 に つい て その 特徴 を 調べ , それ を 数 量 で 表現 する と と に より , 全国 的 に みた 地域 変異 の 
概要 を まとめ た . 

1. 山口 県 産 ( 黄 ) メ 山口 県 産 ( 白 ) で は , F」 が 白色 また は や や 白色 と な り , 裏面 の 色 や 表面 の 班 紋 は , 白 
色 か 優性 と いう 結果 が で た . 
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2. し か し , 島根 県 産 , 鳥取 県 産 , さら に 広島 県 産 の 交配 で は , FF, で 真白 か ら 真 英 の も の まで バラ バラ に 


出現 し た . 

3. 黄色 X 黄 色 や 白色 X 白 色 で も 黄色 や 白色 で な いも の が 数 頭 出 現し , 見 か け だ け で ホモ と へ テロ を 見 分 
ける こと が 難し い . 

4 . 地域 変異 の 傾向 は , 北海 道 か ら 熊 本 まで の 全国 20 箇所 の オオ ムラ サキ に つい て 調べ た か, 次 異 面 の 色 , 
表面 の 班 紋 の 色 に つい て は , 愛知 県 と 長野 県 の 間 で 黄色 と 白色 の オオ ムラ サキ の 割合 が 大 きく 変わ る . 
5. 班 紋 の 大 き さ は 愛知 県 と 三重 県 の 間 で 変化 する . 

6 . 裏面 の 黒色 紋 は 九州 地方 を 除く と , 全国 的 に あま り 大 き な 差 が な い . (中 国 , 四国 の 瀬戸 内 海 側 の も の 
に は , 黒色 紋 が 濃い (九州 産 に 近い ) も の が 時 々 出現 する .) 

7 . 九州 産 の オオ ムラ サキ は , 上 の 四 点 で 見 る と , すべ て の 面 で 他 地域 の も ゃ の と 異な り , 独特 の 形態 を し 
て いる . 

8. 山際 の オオ ムラ サキ は 総合 的 に 見 る と , 近畿 地方 の ゃ の と 比較 的 近い 形態 を し て いる . 
































11. 南 九州 産 ナ ガサ キア ゲハ の 有 尾 型 及び の 型 肉 に つい て (第 2 報 ) 
福田 晴夫 ・ 二 町 一 成 ・ 守 山 泰 司 (九州 ) 

前 年 の 第 一 報 で は , 1983 年 8 月 17 日 鹿児島 市 磯 庭園 で 採集 さき れ た ナガ サキ アゲ ハ 有 尾 型 1 年 か ら の 採 
卵 お よび 素 代 飼育 の 結果 を 8 世代 まで 報告 し , 1 ) 時 で は 有 尾 遺伝 子 が 無 尾 遺伝 子 に 完全 優性 で ある が , 
の は 常に 無 尾 で ある こと ( 限 性 遺伝 ), 2 ) 告 で は 有 尾 遺伝 子 に 前 期 色 調 (淡色 ), 腹部 色彩 (両面 棒 色 ), 
後期 白斑 の 位置 (中 央 ), 後 次 外縁 の 明 色 斑 ( 有 ) の 遺伝 子 が 連鎖 し て いる らし いこ と と な ど を 推定 し た . 
その 後 , 累代 飼育 は 13 世代 (1 みず の み 羽 化 ) まで 続き , F。 か ら 後 の 兄妹 交配 ( 有 尾 税 メ の ) に より , F。 
ーFj。 の 早 は すべ て 有 尾 型 で , ほぼ 純系 と 思わ れる も の が 生じ た . 

これ ら 純 系 (推定 ) 個体 群 は 斑紋 の 変異 は 小さ い が , 春 型 (白斑 小 ) と 夏 型 (白斑 大 ) の 季節 的 変異 が 
見 られ る . また , これ ら と 野生 型 の の 交配 に よる F」 千 は すべ て 有 尾 と な る が , 後 翔 白斑 は や や 小さ く , 純 
系 個体 と は 若干 の 差異 が ある . 

な お , 今 の と ころ 有 尾 型 科 の ホモ と ヘ へ テ ョ 個体 の 間 に 斑 紋 の 差異 は 認め られ な いよ う で ある . 

の 型 雌 (白斑 を 欠く 黒い) は , 鹿児島 県 佐多 町 で 1985 年 5 月 4 日 に 1 告 , 東 市 来 町 で 同年 5 月 3 日 に 
1 ゃ が 採集 され , 前 者 か ら は 累代 飼育 で F。 ま で 羽化 し , 後者 は F, を 得 た . 

の 型 雌 を 白斑 の あら われ 方 に より 0 -IV 型 に 分 け て みる と , 季節 を 問わ ず 約 1 か 月 以上 の 暴 休 有 眠 を すれ 
ば 白斑 の 出現 率 は 低く , 非 休眠 の も の は 白斑 が 発達 し や ゃ すい 傾向 が 認め られ た . し か し , 遺伝 的 要素 も 関 
係 し て いる よう な の で , さら に 詳細 な 検討 が 必要 で ある . 












































12. カラ ス ア ゲハ と その 近 緑 種 間 の アイ ソ ザ イム 遺伝 子 頻度 より 解析 し た 分 化 程度 
小南 裕彦 ・ 山 口 修 ・ 住 吉 薫 (近畿) 

カラ ス ア ゲハ (アア が 2zo7 complex) は , 中 国 大 陸 ・ 朝 鮮 ・ 台 湾 ・ 沖 縄 諸島 ・ 日 本 本 土 に 広く 分 布 し , そ 
の は ね の 模様 ・ 色 合い も 各 分 布地 で 微妙 に 変化 し て いる . この 傾向 は 特に , 南西 諸島 の よう な 海 で 隔 た っ 
た 隔離 小 集 団 で は 強い が , 形態 学 的 に は 現在 7 亜 種 に 分 類 さ れる こと が 多い . 川副 ・ 若 林 (1975) で は , 
この うち 沖縄 諸島 産 を ア oginawensis と し , 一 ノ 瀬 ・ 堀 内 (1985) は , 八重 山 諸島 産 の も ゃ の を 別種 と し て 
いる . 

し か し , これ ら 亜 種 間 で の お 互い の 交配 実験 も 多数 試み られ て は いる が か が, F。 ま で の 飼育 が 困難 な 点 $ も あ 
り , 種 (species) レベ ル ま で の 分 化 が 進ん で いる の か , ある い は さら に 多数 の 別種 の レベ ル ま で 分 化し て 
いる の か の , 実験 的 な 確証 は 得 ら れ て いな い . 

本 研究 で は , これ ら の 関係 の 一 端 を 調べ る た め , 1986 年 に カラ ス ア ゲ へ の 本 州 産 , 沖縄 本 島 産 , 石垣 島 
産 の 雄 を 各 51・52・60 匹 採集 し た . 
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